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小型実装による多重電力線搬送電話装置

東北電力株式会社納PJ-61型電力線搬送電話装置

巌*

Type PJ-61Power Line Carrier System

ByIwao Tashima

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

The type PJ-61

Side band system for

SyStem has been to

plications,Since such

Carrier System essentially consists of a6-Channel,Single

powerlineuse･The丘rst considerationin designlng this

provide acarrierfacilityusablefor tollandexchange ap-

a tendency of application has beenincreaslngly obvio11S

oflateonthepartofelectricpowercompanies･Andemphasishasbeenplaced

on the reductionin size as wellas simplification of maintenance･

Many new features have been achievedin this system;the miniaturized

units arranged on a plug-in basis are one of them･The adoption of=Com-

pandor=and3･8kcringlngSyStemistheother･Thecompandorpermitsmuch

highertoleranceofnoiseandcrosstalkbycompresslngandexpandingthevolume

rangeofspeech,and theringlngSyStemisused to simplifytheringer circuits･

As a result of these achievements,the system has been so successfully

reducedin size as to be mounted on one standard bay which can beinstalled

withits rear side closely attached to the wal1.

〔Ⅰ〕緒 言

近時,電力線搬送電話の性能向上三回繰上〔う設に伴って

各電力会社とも,管内統一ダイヤル計画が実行に移され

あるいは実施が予定されている情勢である｡

一方,これに必要な諸設備,なかんずく,自助交換機

やレビータなどの設置を考慮の上既設局舎の利用および

施設費,人件費の低減なごを検討すれば,そのいずれの

見地よりしても,搬送 置の多重化および所要床面積の

縮少ということが必須の要件上なって来る｡

PJ-61型電力線搬送電話装置は上述の要求を満足する

た鋸こ口立製作所において設計,製作されたS.S.B.式

6通話路主幹綿用電力線搬送電話装置であり,第一回製

作の2端局はすでこ東北電力株式会社本名発電所一長岡

変電所間に設置■され良好なる成績を納めている｡

以下:ま,本装置こついてその概要,設計上の特長,

桔および主要性能急ご∴関する紹介である｡

*

日立製作所戸塚工場

〔ⅠⅠ〕PJ-61型電力線槻送電話装置の概要

本装置の周波数配列は第l図(次頁参照)に示すご

く,電話6通話路を24kc帯域i･こ配列し,これを12kc

隔てゝ東行酢および西行群とすることにより適当な電力

線搬送周波数60kc帯域1勺に6通話路の2綿式回線を

形成するものである｡すなわち第1変調により12-24

kcに電話3通話路を変換してこれを基礎群としさらに

2っの基礎群を12～36kcに配列してこれを適当な電

ニノブ繰搬送Ji『抜放帯域に群変調し,繰躇に結合するもので,

その主要回路系統図およびレベルダイヤグラムは第2図

(次貢参照)に示す通りである｡本装置は必要に応じ通話

路部分士 変復調以後の電力線搬送周波部とを視線また

は通信ケーブルの4繰式回線を介して分割設置しうるも

のであり,また後者を適当なコンバータと取換えること

により通信線搬送装置としても使用しうるよう考慮され

ている｡さて本装置の構成ほ,戯上の6通話路装置を電

源および試験装置を含めて標準鉄架1架に収容してお

を),その詳細は第3図(次頁参照)に示す通りである｡各

部分は狽椚の構造を有するプラグイン㌧パネルで,いわゆ
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第1図 PJ-61型搬送装置周波数配列図

Fig.1.Frequency Allocation Diagram of

the PJ-61Carrier System

第2図

Fig.2.

第37巻 第6号

る back to backの据付が可能であり保守および点検

もまたきわめて簡易化さカtたっ第4図さ王プラグイン横道

の詳細を示す｡

〔ⅠⅠⅠ〕
≡すレ

己又

PJ-61型電力綿搬送電

計上の特長

装置ほ,前述のご土く管内統

一ダイヤル計画に即応する主幹綿用装置三して通話路の

多重化±所要床面積の縮少を目標に設計製作されたもの

であり,二れがため以下述べるご土き多石井特長を有す

るものである｡

(り コンパンダ方式の採用

搬送装置にコンパンダ(圧伸器)を使用することによ

り,風圧器および送信増幅器なごに対する要求が緩和さ

れて,装置を′ト型化しうることはすでにたびたび述べら

れで.､る故夏めて触れない(1)

コンパンダの今→つの

なr 間繰のゾ一

要なる利益沃,通信ケーブル

二村する軽減効果であり,特別の漏話補

慣を行わない線路に使用する搬送装置に対して,コンパ

ンダ方式の採用･:t不可欠の要件である｡本装置の通話路

部分ほ,したがって,そのまゝ通信線搬送装置としても

便相しうるものである(2)｡

本装置に使用された庄伸器回路およびその代

PJ-61型搬送 置回路系統図およびレベルダイヤグラム

Biock and LevelDiagram of the PJ-61Carrier System

的特件

→---｣一〝
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第3図 PJ-61型電力線搬送電話装置

Fig.3.Type PJ-61Power Line Carrier

T･elephone Set

第4図 PJ--･--･61型搬送

4
9
一

9
一

置プラグイ ン構造

Fig.4.Detailed View of Plug-in Structure′

for the PJT61Carrier Set

をそれぞれ第5囲および第`図(次頁参照)に示す｡

(2)4l【e通話帯域の採用

C.C.Ⅰ.F.勧告案にしたがう4kc通話帯域ほすでにマ

イグロ披い:｣~一線や搬送同綿の一部に採用されまたは

予定されている.｡本 置はこれら装置との接

り ろ 咤
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第5図 圧 仲 器 回 路 図

Fig･5･Circuit Diagram of Compandor

用が
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第6図

Fig.6.

圧 縮 伸 長 特 性

Compressor and Expandor

Characteristics

て,電力線搬送装置として最初の4kc通話帯域を採願

した｡このことによる音質改善を検討するため,本装置

による通話を3kc帯域装置之比較して録音した結果,

あきらかに差異が認められたが,信較し得べきデータを

出すには至らなかった｡

(3)電搬周波数部分の分割設置

本装置は必要に応じて通話路部分をたとえば通信機械

所へ,電搬周波数部分を発(変)悪所へ 4繰式通信同線

を介して分割設置しうるよう考慮されており,それぞれ

独立の電源装置土∩動利得調整回路を有している｡この

こ上は前述のコン/㍗/ダの使用:±柑揆って,電力線三通

信繰とに共通な搬送装『三通話路部分の設計を可能とした

ものである(3)｡

(4)帯域外一周波信号方式その他

信号装置の簡易化と送信増幅器の負荷軽減のため,本

装置の信号方式は帯域外一周波(3･8kc)の常時送～--11式

が採用され,また信号選択濾波器小型化のためニ㍑RC

抜増幅器が附加的に恥､られた｡本装置㍑税別土

トールダイヤルノブ式であり別に設置された継電器

? し.イー

｣ノ･｣

吏た

は多方向レビータなごを経て自動交換機こ接続される

が,保守および打合せIL享1緑川土して任意の2通話路を磁

石式(または共電式)16′､信号に,また他の任意の2通

話路を直通回綿に変更するための継電器回路を実装して

いる｡またRC濾波増幅器回路および信号器腔準持性烏

それぞれ貰7囲および第8図に示す通りてある｡なお自

動交換機上の接続における一周波信号の得失こ関してトニ

碓述する｡

(5)低周波水晶発振器の使用

3.8kc信号発振器および搬送波供給高調波発二L二装置間
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Fig.7.Circuit of RC Filter Amplifier
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第8図 信 号 若芸 毒票準 特 性

Fig.8.Ringer Characteristic

4kc基礎発手辰器ニ:ま,土もに′ト型低周花水晶発振器が

用いられた｡特に後者は簡単な恒温糟装置を有し,両端

局の同期外房~1ノを10〔∪以下こ保っている,発振器回路:･ま

第9図に示すご土･∵であり,また高調波発生器のパルス

波形は第10図の通りである｡

(占)プラグイン･パネル構造

本装汀号;三mT管(19M-R9および19R-Pll)およ

びMP蓄電器なごの小型部品を使用し,渡波器もフェラ

イト,シルバードマイカなごの使用こより従来のものに

比し著し`二小型化された｡また装置小型化は前述諸項の

仙,独特の/くネ′し構造により達成された｡第1咽にその

細を示す｡二れらの′｣＼型バネ′し:~ほたきわめて軽量で

あり,そのプラグイン構造∴相揆って保守おょび点検は

大いこ簡易化された｡

これら叫寺島を有する本装置の主要一定陪JJ土び性能は

次節二示十ご土1てある.〕

大

〔ⅠⅤ~〕定格お よび性能

さ‥幅520×奥行225×高さ 2,750mIn



小型実装によ る多重電力線搬送電話装置

弟9図 低 周 波 水 晶

Fig.9.Circuit of Low

Oscillator

発 振器回路 図

Frequency X.tal

第10匡Ⅰ高 調 波 発 生 器 パ ル ス 波 形

Fig.10･Pulse Form of Harmonic Producer

1架 たゞし奥手ハま主'{?主管を含､三1

伝 送 方 式..搬送波阻止隕側帯地伝送方式

通 話 方 式‥同時送受 方式

信 号 プノ~式‥帯域外1周波(3･8kc)による符号選

択方式,たゞし任意の2通話路を磁

石式(または共電式)に,また他の任

意の2通話路を直通同線に変更可能

である

通 話 帯

装 置 出

通 話 当

域‥300～3,400(し

J]..標準25db/CH 最大43db(綜吾)

量‥標準状態1,000√､,Odbの送り込し;~■7′､

に対し -8db

対向損失偏差‥通話帯域内3db以内,なお代表的

綜合周波数持憮透儲12図(次頁参照)

に嘉す

日動利得 整‥標準人力レベル ±10db の~変動:ニ

対し圧縮率15%以lパ,なお本装置

の自動利得 整特性を第13図(次貢

参照)に示す｡

非直線性および歪率‥送信側Odb±6dbの送り込二′≠･

に対し非直線性0.5db以内

かつこの状態の歪率-30db以下

漏話減衰量‥60db以上

951

(B)

第11図 プラグイン･パネル

Fig.11.Plug-1n Panel

〔Ⅴ〕符号選別呼出に対する一周波

信号方式について

トールダイヤル式搬送装眉が自助交換接 用10数字

ダイヤルパルスや応答信号の仙,多方向レピ←→タ接続用

の方向選択パルスなごを伝送するために,つぎのごとき

在種信号方式を採用していることけ周知の通りである｡

(1)一周波信号方式

搬送波もしくは帯城外一間彼信号

常時送出もし･く｢‡通話中送出式

(2)

(3)

し

二間披信号方式

多周波信号古式

ろで,n動安換接続用符号列は,一般に単純た

On-0仔信号の時漂列であるから本質的に一周波信弓一と等

価なわけであるが,搬送同線を通した符号伝送の場釦■ま,

端局,■l~-継器および伝送線路な.どにおける混入 音また

は障害なごに対し伝送の確実性を保証するために,符号

の 示を可及的多数の信号の組合せにより構成するこ三

が望ましい｡これがため商用通信線にお1.､てこ主従来トー

ルダイヤル信号方 として多周波信■ら一が用いられあわせ

て交換適度を速めるこ上ができた｡しかしそ♂〕ために信
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第13図 AGC 特 性

Fig.13.AGC Characteristic

号回路の棲矧ヒするこ土は避けられなかった｡電力線搬

送装置においてこま一般に線路の安定および中継教の僅少

などのため二周波切換信号が朴､られ,これこより信号

回路は大いに簡単化された｡しかしながら信号回路誤勤

作の原因を通話信号こよる誤動作±外 経書よるもの土

に分類して考える土き,前者は装匿の濾波器規格を適当

こ決めることこより,また後者は信号レベルを外来雑音

より卜分高レベル∴選択することにより実用的に差支え

ない程度の確′吏性を保証する二土は困難でないことが明

瞭となり,帯域外一周波信一号が採用されるこ至って信号

回路はさらこ簡刑ヒされた｡Lかしながら一周披信号方

式を探用するに:まつぎJ)二,･工に対する対策を考慮する必

第37巻 第6号

要がある｡

(a)信号受信レベル変動によるダイヤル歪の増加

一般にAGC回路により受信レベル変動を抑圧すると

同時に波形修正回路などを併用してダイヤル歪を除くの

てあるが,本装置においては簡単に継電器巻線に並列に

適当な非線型素子を接続して継電器巻線電流を一定化す

る方法を採用している(4)｡

(b)回線断に対する警報の方法

二れに関しては一般に応答の有無により故障を察知す

る方法が採られる｡本装置においては全回線断の場合

AGC回路により即時に警報を発する他,信弓･電流断(信

号受信)後3分間以上応答なきときは自動的に警報を発

するご土きサーミスタ式警報遅延方式を採用している｡

以上本装閲の信㌢回路に対し採られた処置について附

したゥ

〔ⅤⅠ〕結 言

本装置｢王小型実装方式による6通話路トールダイヤル

式電プブ綿搬送電話装置であり,装置小型化は上述せる各

唾設計上の特長と相侯って主として独特のプ

ネル梢造こよりえられたものである｡なおロ

ラ

立

ダインパ

作所に

おいて∴よますます発展してゆく搬送装置小型化を目標と

して長寿命,高安定度の小型部品に閲し研究試作を続行

中であり,これら部品を使用可能となった暁は,本装置

二ょさらに一段の小型化が期待される｡こ｣にPJ-61型

電力線搬送装置の大要を紹介して広く諸賢の御批判を仰

ぐ次第である｡

終りに装置製作にあたり種々御指導を賜った東北電力

通信課植田氏および斎藤氏外関係各位に厚く御礼申上げ

る次第である｡
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